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平成23年度各会計予算額

一 般 会 計
駐 車 場 特 別 会 計
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計 
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
病 院 事 業 会 計
総 合 計                     

21,502,000千円
41,156千円

 7,290,300千円
 715,263千円

4,258,932千円 
3,404,203千円  
1,946,784千円   

 2,728,779千円
41,887,417千円

対前年度比増減率
  （４．９％）

（－０．１％）
（０．７％）

 （－５．７％）
（０．３％）
（２．４％）

（－７．１％）
 （－４．８％）

（２．０％）

第１回定例会
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議

案

の

主

な

内

容

と

議

決

結

果

◆ 

議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員

の
公
務
災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

障
が
い
者
制
度
改
革
推
進
本
部
等
に

お
け
る
検
討
を
踏
ま
え
て
障
害
保
健
福

祉
施
策
を
見
直
す
ま
で
の
間
に
お
い
て

障
害
者
等
の
地
域
生
活
を
支
援
す
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

が
平
成
二
十
二
年
十
二
月
十
日
に
公
布

さ
れ
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
た
。
こ
の
改
正
に
よ
り
同
法

の
条
項
を
引
用
し
て
い
る
条
文
の
整
理

を
行
う
た
め
に
改
正
す
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

藤
井
寺
市
男
女
共
同
参
画
推
進
審
議

会
の
設
置
に
伴
い
同
審
議
会
委
員
の
報

酬
額
を
新
設
し
、「
そ
の
他
の
非
常
勤

の
職
員
」
の
「
別
に
市
長
が
定
め
る

額
」
を
「
そ
の
他
の
委
員
等
」
と
し
て

報
酬
額
を
「
日
額
九
千
五
百
円
」
と
定

め
、
新
た
に
非
常
勤
嘱
託
医
師
等
の
報

酬
額
の
上
限
を
定
め
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

藤
井
寺
市
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

   　

   

二
百
十
五
億
二
百
万
円

　
【
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
】

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
駐
車
場

特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　
　

  　

    

四
千
百
十
五
万
六
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　

 　

     

七
十
二
億
九
千
三
十
万
円

　
【
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
】

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

   　

   

七
億
千
五
百
二
十
六
万
三
千
円

　
【
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
】

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
介
護
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

四
十
二
億
五
千
八
百
九
十
三
万
二
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
公
共

下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

　
　

三
十
四
億
四
百
二
十
万
三
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

　
当
初
予
算
及
び
補
正
予
算

　

男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す
る
基

本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者

等
及
び
教
育
関
係
者
の
責
務
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
市
が
重
点
的
に
取

り
組
む
べ
き
事
項
を
定
め
る
た
め
、
本

条
例
を
制
定
す
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

藤
井
寺
市
特
別
会
計
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

　

老
人
保
健
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経

過
措
置
に
よ
り
特
別
会
計
を
設
け
る
こ

と
と
さ
れ
て
い
た
期
間
の
三
年
が
経
過

し
た
た
め
、
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

を
廃
止
す
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆ 

藤
井
寺
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

　

国
民
健
康
保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度

額
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
四
月
一

日
に
施
行
さ
れ
た
改
正
国
民
健
康
保
険

法
施
行
令
に
よ
り
、
被
保
険
者
間
の
賦

課
の
公
平
化
を
図
る
た
め
、
基
礎
賦
課

限
度
額
を
現
行
の
四
十
七
万
円
か
ら

五
十
万
円
に
改
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
に
係
る

賦
課
限
度
額
に
つ
い
て
も
、
基
礎
賦
課

限
度
額
と
同
様
に
後
期
高
齢
者
支
援
金    

等
に
係
る
賦
課
限
度
額
を
現
行
の

十
二
万
円
か
ら
十
三
万
円
に
改
正
す

る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
賛
成
多
数
】

　

第
一
回
定
例
会
は
二
月
二
十
五
日
に
開

会
し
、
三
月
二
十
四
日
ま
で
の
二
十
八
日

間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
平
成
二
十
三
年
度
の
市
政
運

営
方
針
に
基
づ
く
各
会
計
当
初
予
算
を
は

じ
め
、
条
例
の
制
定
・
一
部
改
正
、
補
正

予
算
等
二
十
一
議
案
、
議
会
議
案
四
件
に

つ
い
て
、
委
員
会
・
本
会
議
を
通
じ
て
慎

重
に
審
議
を
行
い
、
す
べ
て
の
議
案
を
議

決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

条
　
　
　
例

※なお老人保健医療特別会計は平成23年度から廃止

◆ 

藤
井
寺
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平

成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
診
療
科
目

に
消
化
器
外
科
を
追
加
す
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】
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◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算（
第
二
号
）に
つ
い
て

一
億
八
千
八
百
四
十
六
万
六
千
円

　
　
（
減
額
）

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
病
院
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

二
十
七
億
二
千
八
百
七
十
七
万
九
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
三
年
度
藤
井
寺
市
水
道
事

業
会
計
予
算
に
つ
い
て

　

十
九
億
四
千
六
百
七
十
八
万
四
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
七
号
）に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

七
千
五
十
万
五
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
四

号
）に
つ
い
て

　
　

一
億
九
千
六
百
三
十
七
万
九
千
円

　
　
（
減
額
）

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）に

つ
い
て

��������������������　

�������

百
万
九
千
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第

三
号
）に
つ
い
て

　
　

二
億
三
千
二
百
四
十
八
万
八
千
円

　
　
（
減
額
）

◆�

藤
井
寺
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

藤
井
寺
市
議
会
の
議
員
の
定
数
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
と
も
な
い
、

委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
緊
急
決
議

に
つ
い
て

　

三
月
十
一
日
発
生
し
た
「
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
」
は
国
内
観
測
史
上

最
大
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
九
･
〇

と
い
う
巨
大
な
も
の
で
、
東
北
地
方
を

始
め
と
す
る
東
日
本
の
広
い
範
囲
に
想

像
を
絶
す
る
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

た
。
多
数
の
尊
い
人
命
と
、
貴
重
な
財

産
が
失
わ
れ
、
い
ま
だ
多
数
の
住
民
が

孤
立
し
援
助
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、

議�

会�
提�
出�
議�

案

◆
市
道
路
線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ
い

て

　
（
認
定
路
線
）

　

道
明
寺
百
一
号
線
他
十
路
線

　
（
変
更
路
線
）

　

惣
社
二
号
線
他
一
路
線

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

福
島
県
の
原
子
力
発
電
所
に
お
い
て

も
、
そ
の
施
設
が
甚
大
な
被
害
を
受

け
、
住
民
の
被
ば
く
も
確
認
さ
れ
て
お

り
、
広
範
囲
に
わ
た
り
、
周
辺
住
民
は

避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
現
在

も
今
回
の
地
震
に
よ
る
被
害
の
全
容
は

明
ら
か
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
ま
さ
に
未

曾
有
の
大
災
害
で
あ
る
。
多
く
の
地
域

が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
る
中
、
避
難

生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
住
民
は
数

十
万
人
に
上
っ
て
い
る
。
家
族
を
始

め
、
財
産
の
す
べ
て
を
失
う
な
ど
被
害

に
あ
っ
た
住
民
の
不
安
と
悲
し
み
は
極

限
ま
で
達
し
て
お
り
、
早
急
な
被
災
者

救
済
及
び
被
災
地
復
旧
の
た
め
の
支
援

が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
　

　

こ
こ
に
藤
井
寺
市
議
会
は
、
犠
牲
と

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
、
被
災
者
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
共
に
、
政
府
に
対
し
人
命
救

助
に
全
力
を
挙
げ
つ
つ
、
被
災
者
救
済

及
び
被
災
地
復
旧
の
た
め
、
早
急
か
つ

積
極
的
な
措
置
を
と
り
、
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
被
害
の
拡
大
防
止
に

努
め
、
正
確
な
情
報
の
把
握
と
開
示
を

行
い
、
国
民
の
不
安
を
早
急
に
解
消
す

る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。　
　
　
　

　

【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

そ����　
の　

����

他

国�

に�

意�

見�

書�

を�

提�
出

　

次
の
意
見
書
を
全
会
一
致
で
採
択

し
、
関
係
機
関
に
善
処
を
求
め
送
付
し

ま
し
た
。

市
政
運
営
方
針
に
対
す
る
質

問
並
び
に
一
般
質
問
事
項

�

公
明
党　

代
表
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆�

市
の
今
後
の
展
望
、
将
来
像
に
つ

い
て

　

◆
職
員
の
意
識
改
革
に
つ
い
て

　

・
チ
ー
ム
藤
井
寺
に
つ
い
て

　

◆
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

◆
生
活
保
護
費
等
の
増
加
に
つ
い
て

◎
学
校
教
育
に
つ
い
て

　

◆
小
学
校
の
英
語
必
修
化
に
つ
い
て

　

・�

必
修
化
に
よ
る
英
語
の
位
置
づ
け�����

に
つ
い
て

　

・
本
市
の
取
り
組
み
体
制
に
つ
い
て

�

公
明
党　

個
人
質
問

◎
文
化
遺
産
や
観
光
の
基
盤
整
備
に
つ

　

い
て

　

◆
現
在
の
整
備
状
況
に
つ
い
て

　

◆
障
が
い
者
に
配
慮
し
た
整
備
状
況

　
　

に
つ
い
て

　

◆
今
後
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

�

市
民
連
合　

代
表
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆�「
子
ど
も
の
学
力
と
豊
か
な
心
を

育
む
ま
ち
」
に
つ
い
て

　

･
授
業
改
革
の
推
進
に
つ
い
て

　

◆�「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　

･
虐
待
を
防
ぐ
今
後
の
取
組
み
に
つ

　
　

い
て

　

◆
職
員
の
資
質
向
上
及
び
意
識
改
革

　
　

に
つ
い
て

　

◆
市
民
病
院
に
つ
い
て

　

･
小
児
科
診
療
時
間
の
拡
充
に
つ
い

　
　

て

　

･
病
院
内
保
育
所
の
設
置
に
つ
い
て

　

･
住
民
票
等
各
種
証
明
の
発
行
に
つ

　
　

い
て

�

日
本
共
産
党　

代
表
質
問

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

◆�

平
成
二
十
二
年
度
藤
井
寺
市
病
院
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
三
号
）に
つ
い
て

������　
　
　
　
　
　
　
　

九
百
八
万
円

　
【
原
案
可
決
・
全
会
一
致
】

�

日
本
共
産
党　

個
人
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

���

◆「
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
」

　
　

の
具
体
策
に
つ
い
て

◎�

子
宮
頸
が
ん
予
防
、
ヒ
ブ
、
小
児
用

肺
炎
球
菌
の
３
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
化
と
安
全
性
を
求
め
る
意
見
書

◎�

公
共
交
通
機
関
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

の
更
な
る
推
進
を
求
め
る
意
見
書

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆�「
に
ぎ
わ
い
と
活
気
あ
ふ
れ
る
ま

ち
」
に
つ
い
て

　

･
商
工
業
振
興
基
礎
調
査
に
つ
い
て

　

･�

イ
オ
ン
建
替
え
の
動
向
と
対
応

　

･�

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
の
創

設
に
つ
い
て
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改
革
ふ
じ
い
で
ら　

代
表
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆
財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

　

･
財
政
健
全
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
今
後

　
　

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　

･
新
た
な
行
財
政
改
革
の
取
組
み
に

　
　

つ
い
て

◎
藤
井
寺
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

　

◆
市
長
の
描
く
市
の
将
来
像
と
は

　

◆
地
方
分
権
や
道
州
制
を
ふ
ま
え
た

　
　

自
治
体
の
あ
り
方
に
つ
い
て

◎
イ
オ
ン
モ
ー
ル
の
建
て
替
え
に
つ
い

　

て

 

民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ　

代
表
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆
大
阪
女
子
短
期
大
学
と
の
連
携
に

　
　

つ
い
て

　

◆
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
　

い
て

　

･
民
間
建
物
の
耐
震
に
つ
い
て

◎
電
子
申
請
に
つ
い
て

　

◆
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
利
便
性
に
つ
い

　
　

て

　

◆
本
市
導
入
に
つ
い
て
の
考
え
方
に

　
　

つ
い
て

 

民
主
・
無
所
属
ク
ラ
ブ　

個
人
質
問

 

政
新
ク
ラ
ブ　

代
表
質
問

◎
市
政
運
営
方
針
に
つ
い
て

　

◆
子
育
て
し
や
す
い
住
み
よ
い
ま
ち

　
　

に
つ
い
て

　

･
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ
る
ま
ち
に

　
　

つ
い
て

　

◆
子
ど
も
の
学
力
と
豊
か
な
心
を
育

　
　

む
ま
ち
に
つ
い
て

　

･
学
力
向
上
の
取
り
組
み
の
現
状
に

　
　

つ
い
て

　

･
特
色
あ
る
幼
稚
園
づ
く
り
に
つ
い

　
　

て	
	

◎
藤
井
寺
市
施
設
管
理
公
社
に
つ
い
て

　

◆
公
社
の
必
要
性
に
つ
い
て

◎
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

　

◆ 

交
替
の
際
の
円
滑
な
引
継
ぎ
に
つ

い
て

◎
財
政
問
題
に
つ
い
て

　

◆ 

学
校
の
統
廃
合
や
幼
保
一
元
化

（
一
体
化
）等
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

 

政
新
ク
ラ
ブ　

個
人
質
問

◎�

市
政
運
営
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え

方
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　

◆ 

ま
ち
に
元
気
と
笑
顔
を
取
り
戻
す

こ
と
に
つ
い
て

　

◆ 

民
間
活
力
に
よ
る
市
経
済
の
活
性

化
に
取
り
組
む
こ
と
に
つ
い
て

　

◆ 

財
政
の
健
全
化
を
図
る
こ
と
に
つ

い
て

◎
子
ど
も
手
当
に
つ
い
て

　

◆ 

政
策
効
果
や
地
方
負
担
に
対
す
る

市
長
の
見
解
に
つ
い
て

◎
生
活
保
護
費
に
つ
い
て

　

◆ 

こ
れ
ま
で
の
推
移
と
現
状
に
つ
い

て

　

◆
生
活
保
護
適
用
後
に
つ
い
て

　

･
就
労
支
援
に
つ
い
て

   

･
年
齢
層
に
つ
い
て

　

･
調
査
に
つ
い
て

　

･
実
施
体
制
に
つ
い
て

◎
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て

　

◆ 
藤
井
寺
駅
周
辺
整
備
の
経
緯
に
つ

い
て

　

◆ 

イ
オ
ン
モ
ー
ル
建
替
え
を
視
野
に

入
れ
た
藤
井
寺
駅
周
辺
整
備
の
構

想
に
つ
い
て	

	
	

	
	

○
議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
本
会
議
の
傍
聴
席
は
三
十
席
で
、
先

着
順
で
傍
聴
で
き
ま
す
。
ま
た
、
一
階

ロ
ビ
ー
や
八
階
傍
聴
室
前
ロ
ビ
ー
で

モ
ニ
タ
ー
放
映
し
て
い
ま
す
。
傍
聴
希

望
者
が
定
数
を
超
え
そ
う
な
と
き
は
、

傍
聴
券
を
発
行
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

○
委
員
会
も
傍
聴
で
き
ま
す

　
傍
聴
席
は
十
二
席
で
、
先
着
順
で
傍

聴
で
き
ま
す
。
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
か

た
は
、
日
程
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま

た
は
議
会
事
務
局
に
ご
確
認
の
う
え

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※�

お
越
し
の
際
は
、
庁
舎
東
側
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
録
画
映
像（
一
般
質
問
）の
放
送

　

に
つ
い
て

　
本
庁
お
よ
び
ア
イ
セ
ル 

シ
ュ
ラ 

ホ
ー
ル
で
、
議
会
の
録
画
映
像
が
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。
ま
た
議
会
の
会
議
録

も
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い

ま
す
。

問
合
先　

議
会
事
務
局（
７
階
�
番
窓

　

口
）☎
９
３
９
･
１
２
０
８

 

藤   

　
井   

　
寺   

　
市   

　
議   

　
会              

　

◆
安
心
･
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

　
　

い
て

　

･
考
え
方
･
方
針
に
つ
い
て

　

･
防
犯
カ
メ
ラ
に
つ
い
て

　

◆
に
ぎ
わ
い
と
活
気
の
あ
ふ
れ
る
ま

　
　

ち
に
つ
い
て

　

･
藤
井
寺
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

　

◆
職
員
の
資
質
向
上
及
び
意
識
改
革

　
　

に
つ
い
て

　

･
保
育
所
待
機
児
童
解
消
に
つ
い
て

　

･ 

本
市
に
適
し
た
幼
保
連
携
や
、
施

設
整
備
の
あ
り
方
に
つ
い
て

第
一
回
臨
時
会
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
（
議
会
役
員
選
挙
等
）

　

五
月
二
十
四
日（
火
）

　

※
午
前
十
時
か
ら

第
二
回
定
例
会
の
お
知
ら
せ

【
本
会
議
】

　

六
月　

十
四
日（
火
）

　
（
議
案
説
明
）

　

六
月
二
十
二
日（
水
）

　

)

一
般
質
問 

(

　

六
月
二
十
三
日（
木
）

　

)

一
般
質
問 

(

　

七
月　

四　

日（
月
）

　
（
委
員
会
報
告
等
）

※
各
日
午
前
十
時
か
ら
開
催
さ
れ

　

ま
す
。

【
常
任
委
員
会
】

　

各
常
任
委
員
会
の
日
程
等
に
つ

き
ま
し
て
は
六
月
号
広
報
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
注
）日
程
等
に
つ
い
て
は
変
更
さ

　
　

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。


